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 この資料は，公立高等学校入学者選抜学力検査結果の概要をまとめたもので，受検者の

学力の状況について，先生方や県民の皆さんに理解していただくために作成したものです。 

 小学校，中学校，義務教育学校，高等学校，それぞれの立場から，学習指導の改善充実を

図るための資料として活用してください。 
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はじめに 

 令和５年３月２日，３日に，公立高等学校入学者選抜学力検査を実施しました。 

 検査問題の出題にあたっては，中学校における新学習指導要領の実施を踏まえ，小学校から中学

校（義務教育学校後期課程）までに習得した知識・技能及びこれらを活用して課題解決するために

必要な思考力・判断力・表現力が検査できるように留意したところです。 

 この冊子では，公立高等学校への出願状況等や学力検査の得点などについて集計した結果に加

え，「今年の特徴的な問題」で，各教科の「問題のねらい」や「指導上のポイント」を紹介してい

ます。小学校，中学校，義務教育学校，高等学校，それぞれの立場から，学習指導の改善充実を図

るための資料として活用してください。 

 

１ 第一次入学者選抜の状況について（推薦入学者選抜等に係る人数を含む。） 

定 時 制

普 通 農 業 工 業 商 業 家 庭 総合・その他 計 計

５ 年 度 5,962 760 1,840 1,960 520 718 11,760 84 11,844

４ 年 度 6,046 760 1,840 1,960 520 718 11,844 84 11,928

５ 年 度 5,372 387 1,560 1,512 434 425 9,690 40 9,730

４ 年 度 5,461 461 1,536 1,453 449 449 9,809 42 9,851

５ 年 度 5,176 376 1,502 1,479 426 413 9,372 35 9,407

４ 年 度 5,270 449 1,479 1,422 441 436 9,497 40 9,537

５ 年 度 4,744 358 1,485 1,460 411 406 8,864 36 8,900

４ 年 度 4,755 432 1,396 1,366 441 426 8,816 40 8,856

５ 年 度 0.87 0.49 0.82 0.75 0.82 0.58 0.80 0.42 0.79

４ 年 度 0.87 0.59 0.80 0.73 0.85 0.61 0.80 0.48 0.80

全 日 制
全定合計

学 科

合 格
者 数

受 検
倍 率

募 集
定 員

出 願
者 数

受 検
者 数

課 程

 

・ 開陽高校の第３回・第４回入学者選抜に係る人数を含まない。 

・ 普通には，普通科，理数科，文理科学科，文理科，情報科学科，体育科，音楽科，美術科，ス
ポーツ健康科が含まれる。 

・ 受検倍率は，（受検者数）÷（募集定員）として算出した。  
 

（参考）推薦入学者選抜，連携型中高一貫教育校入学者選抜及び帰国生徒等特別入学者選抜の状況 

定時制

普 通 農 業 工 業 商 業 家 庭 総合・その他 計 計

475 13 85 96 34 14 717 6 723

474 13 85 96 34 14 716 6 722

425 11 85 96 34 14 665 6 671合 格 者 数

課 程 全 日 制
全定合計

学 科

出 願 者 数

受 検 者 数

 

・ 推薦入学者選抜には，自己推薦入学者選抜を含む。 

                                  
（参考）第二次入学者選抜の状況 

定時制

普 通 農 業 工 業 商 業 家 庭 総合・その他 計 計

1,218 402 355 500 109 300 2,884 35 2,919

33 5 10 11 1 2 62 3 65

32 5 9 11 1 2 60 3 63

32 5 5 9 0 1 52 3 55合 格 者 数

課 程 全 日 制
全定合計

学 科

出 願 者 数

受 検 者 数

募 集 定 員
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２ 総得点について（全日制，定時制合計） 

   ※ この項以降のデータは，すべて学力検査受検者についてである。 

                  

 (1) 受検者の得点分布      （％） 

                                                           

 ・ 平均点は前年度に比べて 3.6 点 

  上がった。 

                          
令和５年度 247.1 
令和４年度 243.5 

 

 

 

 

 

 

                                                                                       

 

  

 

※ 得点分布は％で示した。

 

 (2) 受検者(400 点以上・360 点以上・100 点未満)，合格者(100 点未満)の年度別推移 

 

0

2

4

6

8

10

12

50 100 150 200 250 300 350 400 450

令和５年度

令和４年度

0 25 50 75 100 125 150 175 200 225 250 275 300 325 350 375 400 425

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

24 49 74 99 124 149 174 199 224 249 274 299 324 349 374 399 424 450

0.0 0.1 0.9 2.7 4.4 6.7 7.3 8.8 9.7 9.5 9.8 9.7 9.2 8.3 6.9 5.1 1.1 0.0 247.1

得 点 分 布

平均点

受 検

者 数

４ ０ ０ 点

以 上 の

人 数

４ ０ ０ 点

以 上 の

割 合 (%)

３ ６ ０ 点

以 上 の

人 数

３ ６ ０ 点

以 上 の

割 合 (%)

１ ０ ０ 点

未 満 の

人 数

１ ０ ０ 点

未 満 の

割 合 (%)

合 格

者 数

１ ０ ０ 点

未 満 の

人 数

１ ０ ０ 点

未 満 の

割 合 (%)

１００点未満

の 受検 者に

対 す る 割 合

(%)

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

5 8,735 98 1.12 871 9.97 331 3.79 8,216 271 3.30 81.9

4 8,873 86 0.97 754 8.50 302 3.40 8,165 241 2.95 79.8

3 8,798 122 1.39 977 11.10 413 4.69 8,144 342 4.20 82.8

2 9,194 35 0.38 569 6.19 401 4.36 8,564 315 3.68 78.6

31 9,774 4 0.04 348 3.56 649 6.64 8,987 507 5.64 78.1

年

度

受 検 者 合 格 者

100
A
B

 100
A
C

 100
A
D

 100
E
F

 100 
D
F

（点） 
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３ 各教科の平均点等について（全日制，定時制合計） 

 (1) 各教科の平均点 

  

区
分

総 得 点 国 語 社 会 数 学 理 科 英 語

普 通 292.6 58.0 61.5 55.9 59.5 57.7

専 門 193.5 43.0 39.6 36.6 39.0 35.2

計 247.6 51.2 51.6 47.1 50.2 47.5

97.0 25.3 19.5 16.0 18.3 17.9

247.1 51.1 51.5 47.0 50.1 47.4

普 通 291.5 58.0 61.2 55.7 59.3 57.5

専 門 195.4 43.5 40.0 36.9 39.4 35.5

計 246.1 51.1 51.2 46.8 49.9 47.1

97.0 25.3 19.5 16.0 18.3 17.9

245.5 51.0 51.1 46.7 49.8 47.0

課 程 ・ 学 科

合

格

者

全
日
制

定 時 制

全 定 計

全
日
制

定 時 制

全 定 計

受

検

者

 

 

※ 普通には，普通科，理数科，文理科学科，文理科，情報科学科，体育科，音楽科，美術科，スポーツ健康

科が含まれる。専門には，総合学科が含まれる。 

 

 

 

 (2) 受検者の平均点の年度別推移 

年
度

総 得 点 国 語 社 会 数 学 理 科 英 語

5 247.1 51.1 51.5 47.0 50.1 47.4

4 243.5 57.8 53.1 39.0 53.9 39.6

3 248.5 50.4 51.2 47.3 47.5 52.1

2 236.2 55.1 48.4 42.3 43.0 47.5

31 221.4 44.7 45.8 38.2 46.5 46.2
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 (3) 各教科における受検者の得点分布及びそのグラフ 

※ 得点分布は％で示した。 

ア 国 語                   イ 社 会     

0

5

1 0

1 5

2 0

2 5

3 0

3 5

1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0 7 0 8 0 9 0

令 和 ５ 年 度 ( 5 1 . 1 )
令 和 ４ 年 度 ( 5 7 . 8 )

(点 )   

ウ 数 学         エ 理 科     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 英 語      

 

0～10 11～20 21～30 31～40 41～50 51～60 61～70 71～80 81～90

国 語 0.7 3.2 7.1 13.4 19.5 24.9 22.9 8.2 0.2

社 会 1.1 5.8 10.7 14.1 14.7 16.2 16.8 15.6 5.0

数 学 1.5 8.0 11.4 15.5 17.9 19.2 16.8 8.3 1.4

理 科 0.6 4.6 11.3 17.0 17.8 17.8 14.6 10.2 6.1

英 語 0.8 7.6 16.5 16.6 13.6 14.5 14.4 12.5 3.5

教 科
得 点 分 布

（   ）内は平均点 

0

5

1 0

1 5

2 0

2 5

3 0

3 5

1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0 7 0 8 0 9 0

令 和 ５ 年 度 ( 5 1 . 5 )
令 和 ４ 年 度 ( 5 3 . 1 )

(点 )

0

5

1 0

1 5

2 0

2 5

3 0

3 5

1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0 7 0 8 0 9 0

令 和 ５ 年 度 ( 4 7 . 0 )
令 和 ４ 年 度 ( 3 9 . 0 )

(点 ) 0

5

1 0

1 5

2 0

2 5

3 0

3 5

1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0 7 0 8 0 9 0

令 和 ５ 年 度 ( 5 0 . 1 )
令 和 ４ 年 度 ( 5 3 . 9 )

(点 )

0

5

1 0

1 5

2 0

2 5

3 0

3 5

1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0 7 0 8 0 9 0

令 和 ５ 年 度 ( 4 7 . 4 )
令 和 ４ 年 度 ( 3 9 . 6 )

(点 )

4



４ 目安点をめぐる状況について                           

 

 (1) 目安点未満の人数推移（過去５年間）                  

※ 目安点は，基礎的内容の設問の合計点であり，国語・社会・数学・理科においては，小学校教材及びそ

の関連教材の内容を含んでいる。 

 

 (2) 目安点未満の地区別状況（出身中学校所在地区別） 

鹿 児 島 3,323 人 1.7 ％ 2.4 ％ 4.2 ％ 2.4 ％ 3.0 ％ 1.7 ％

南 薩 640 人 1.9 ％ 4.8 ％ 7.3 ％ 3.0 ％ 6.9 ％ 2.3 ％

北 薩 1,110 人 3.2 ％ 4.4 ％ 6.5 ％ 3.8 ％ 5.8 ％ 2.5 ％

姶 良 ・ 伊 佐 1,433 人 2.8 ％ 5.7 ％ 7.6 ％ 3.8 ％ 5.5 ％ 3.1 ％

大 隅 1,092 人 3.2 ％ 6.0 ％ 9.2 ％ 4.4 ％ 5.4 ％ 3.1 ％

熊 毛 244 人 2.0 ％ 5.7 ％ 7.0 ％ 3.3 ％ 6.1 ％ 2.9 ％

大 島 614 人 4.2 ％ 8.3 ％ 9.6 ％ 4.9 ％ 6.5 ％ 3.6 ％

県 全 体 8,735 人 2.4 ％ 4.4 ％ 6.4 ％ 3.4 ％ 4.7 ％ 2.4 ％

地 区
　　　目安点

受検者 18点 18点 18点 18点 18点 90点

国語 社会 数学 理科 英語 総得点

 

※ 鹿大教育学部附属中学校，私立中学校等からの受検者数 279 人については，地区別人数に含まない。 

　　　　　　　　　　　　　年度
　　教科等 令和５年度 令和４年度 令和３年度 令和２年度 平成31年度

国 語 214( 2.4%) 86( 1.0%) 188( 2.1%) 85( 0.9%) 299( 3.1%)

社 会 385( 4.4%) 388( 4.4%) 497( 5.6%) 396( 4.3%) 517( 5.3%)

数 学 560( 6.4%) 1,147(12.9%) 639( 7.3%) 739( 8.0%) 944( 9.7%)

理 科 294( 3.4%) 131( 1.5%) 652( 7.4%) 858( 9.3%) 657( 6.7%)

英 語 411( 4.7%) 879( 9.9%) 338( 3.8%) 749( 8.1%) 1,133(11.6%)

  ５教科総点が目安点
  未満の人数   212( 2.4%)   207( 2.3%)   288( 3.3%)   290( 3.2%)   458( 4.7%)

 目安点未満の教科を１
 教科以上持つ実人数 1,026(11.7%) 1,645(18.5%) 1,157(13.2%) 1,458(15.9%) 1,783(18.2%)

受 検 者 総 数 8,735 8,873 8,798 9,194 9,774

単位 人 
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 (3) 過去５年間の基本的な「読み・書き・算」をめぐる状況 

 

【国 語】 

 

                                                                                            

 

【数 学】 

年 度

計 算 式 63÷９－２ （1/2－1/5)×1/3 ４×８－５ １/２＋７/９÷７/３ ５×４＋７ ２/３－３/５÷９/２

誤 答 者 数

（人）

割 合

（％）

年 度

計 算 式 ８÷４＋６ １/２＋９/10×５/３ ５×（６－２） １/４＋５/３÷10/９

誤 答 者 数

（人）

割 合

（％）

690

423

令和２年度 平成31年度

444

令和５年度

7.9

284

3.2

218

5.64.6

800

8.7

2.5 5.0

919

9.4

令和３年度令和４年度

915

10.4

547

352

4.0

 

年 度

読 み 陶 酔 怠(る) 頒 布 固 唾 嫉 妬 浸(る) 縁 側 招致 研(ぐ) 観 衆 祈(って) 誓(った) 著(しい) 就（く） 終 息

誤 答 者 数

（人）

割 合

（％）

年 度

書 き 取 り 浴(びる) 警 告 風 潮 粉 薬 裁 ( く ) 鉱 脈 貯蔵 耕(す) 額 勇(ましい) 幕 冷 静 似（た） 批 評 混 雑

誤 答 者 数

（人）

割 合

（％）

令和４年度 令和３年度 令和２年度 平成31年度令和５年度

令和４年度令和５年度

4,525

51.0

1,012

令和３年度

772

8.7

80

0.9

1,216

13.7

1,652

16.9

524

5.7

1,867

19.1

381

3.9

4,031

46.1

519

5.9

506

5.511.4

3,256

36.7

1,135 552

6.0

5,176

59.2 12.9

1,734

19.7

4,521

51.7

1,793

20.5

1,836

21.0

2,378

27.2

令和２年度 平成31年度

3,846

43.7

2,042

23.2

4,700

53.4

2,354

25.6

2,825

28.9

1,564

16.0

3,669

39.9

2,179

23.7

1,016

10.4
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５ 今年の特徴的な問題 

 (1) 国語における特徴的な問題 

４３ 佐藤さんは，国語の時間に  線部③における千暁の心情について，発表することに 

  なった。発表原稿を作成するためにグループで話し合いながら，鈴音が部室に現れた後の 

  千暁と鈴音の心情に関連した描写を付箋に記入し，〈ワークシート〉に貼り付けた。 

（中略）発表原稿の  Ｙ  には，六十五字以内の言葉を考えて答えよ。 

［問題のねらい］ 

○ 「読むこと」について，場面の展開や登場人物の相互関係，心情の変化などについて，

描写を基に捉える力をみた。 

 

［指導上のポイント］ 

○ 登場人物の心情は，直接的に描写されている場合もあるが，人物相互の関係に基づいた 

行動や会話，情景などを通して暗示的に表現されている場合もある。文学的な文章を読む

ときには，細部の描写にも着目しながら物事の様子や場面，行動や心情などの変化を丁寧

に捉えさせたい。例えば，文章を読んで印象に残ったことや，表現の効果などについてス

ピーチしたり，文章にまとめて伝え合ったりするような言語活動を取り入れたい。 

 

５ 「第 47 回全国高等学校総合文化祭」を紹介する生徒会新聞の記事を書くための３つの資料

の中から参考にする資料を２つ選び，⑴～⑷の条件に従って，記事の下書きを完成させなさ

い。 

［問題のねらい］ 

  ○ 「書くこと」について，複数の情報を整理した上で，伝えたいことを明確にして表現す

る力をみた。 

 

［指導上のポイント］ 

  ○ 自分の伝えたいことに合わせて情報を整理し，文章にまとめるなど，相手や媒体（新聞， 

   リーフレット，パンフレットなど）を考慮して文章を書く練習をさせたい。   

  ○ 表現の仕方を考えたり，資料を適切に引用したりするなど，自分の考えが分かりやすく

伝わる文章になるように工夫させたい。例えば，生徒自身の考えを支える根拠となるよう

な客観性や信頼性の高い適切な情報を書く材料として提示して文章を書かせるような活動

を取り入れたい。 
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(2) 社会における特徴的な問題 

 

 １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問題のねらい］ 
 ○ 社会的事象を位置や空間的広がりに着目して，環境条件，人間の営み等と関連付

けて考え，考察したことを説明する力をみた。  
［指導上のポイント］ 
 ○ 人々の生活と自然環境との関わりについて思考できるよう，具体的な問いを生徒

に意識させながら考えさせたい。例えば，「人々の生活は，周辺の自然環境からど

のような影響を受けているのか」，「人々の生活は，周囲の自然環境にどのような

影響を与えているのか」等，双方向の問いから社会的事象について思考させるよう

工夫したい。 
 
 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問題のねらい］  
 ○ 資料から歴史的事象の意義や事象同士を関連付け，多面的・多角的に考察したこ

とを，文章で表現する力をみた。 
［指導上のポイント］ 
 ○ 歴史的事象の意義やその関連について思考できるよう，歴史的事象を「同じよう

な特徴を持つもの」，「同じ時代のできごと」など，様々な視点でまとめていくよ

う指導したい。例えば，「どのような特徴があるか」，「どのような時代だったの

か」，「どのような影響を及ぼしたのか」等の視点に着目して考えさせたり，表現

させたりするよう指導したい。 
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(3) 数学における特徴的な問題 

 
［問題のねらい］ 

○ 与えられた条件について，思考，判断し，正しく作図をする表現力をみた。 

［指導上のポイント］ 

○ 図形の性質や関係を理解し，それに基づいた作図の方法を考え，理由や手順を説明できるよう指

導したい。 

○ 与えられた条件が何を意味するのか見通しをもち，条件の違いによりどのような図形ができるの

か考えさせたい。例えば，条件を変えることにより，複数の図形を作図させたり，違う図形を作図

させたりするような活動を取り入れたい。 

 

［問題のねらい］ 

○ 箱ひげ図についての知識及び技能をみるとともに，与えられた資料を読み取る思考力，判断力を

みた。 

［指導上のポイント］ 

○ データを分析するときに，折れ線グラフやヒストグラム，箱ひげ図などの特徴や意味を理解して，

どの図やグラフが適切かを判断させたい。 

○ 図やグラフを活用して，複数のデータの分布の傾向を読み取ったり，批判的に考察したりする場

面を設けたい。例えば，データから読み取れた結論について，それが妥当であるかを互いに検討す

るような活動を取り入れたい。 
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 (4) 理科における特徴的な問題 

２ 

[問題のねらい］ 

 ○ 桜島上空の風向を降灰予報の図から思考できるかをみた。また，上空に上がった火山灰が到達

するのにかかった時間を速さと距離の関係から求めることができるかをみた。 

[指導上のポイント］ 

  ○ 授業で学習した内容をもとに，身の回りの自然や日常生活で気づいたことに対して疑問に思っ

たことを自ら記録して，理科の見方・考え方を働かせながら考察できるように指導したい。 

３ 

 
 
 
 
 
 

 [問題のねらい］ 

  ○ お菓子の材料に使われるベーキングパウダーにふくまれている炭酸水素ナトリウムの質量を調

べる実験をとおして，質量保存の法則について正しく理解しているかをみた。 

 [指導上のポイント］ 

  ○ 得られた結果をどのように分析して解釈・判断するか授業の中で体験させながら指導したい。

例えば，反応物と生成物の質量をグラフ化することで規則性を見いだし理解させたり，溶液の濃

度など条件を変えて実験を行いその結果を比較し解釈させたりしたい。 
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 (5) 英語における特徴的な問題 

１ 

 

         He is going back to Australia in (         ). 

[問題のねらい］ 

 ○ 会話を聞いて，情報を的確に理解し，求められる情報を適切に表現する力をみた。 

 

[指導上のポイント］ 

  ○ 日常的な話題についての聞き取り問題では，大事な情報を聞き取り，情報を整理して要点を捉

えさせたい。例えば，キーワードをメモさせたり，対話の話題などを確認させたりしたい。また，

月や曜日，色などの基本的な単語については，正確に書く力もつけさせたい。 

 

２  

 

    

 
 [問題のねらい］ 

   ○ 過去の出来事について，伝えるべき内容を思考，判断し表現する力をみた。 
 
 [指導上のポイント］ 

  ○ 状況を適切に説明できるように，論理的に英文を書く力を付けさせたい。例えば，Then や

Finally などの話の展開を示すつなぎ言葉を効果的に使用させるよう工夫したい。 

  ○ 語数が指定されているので，過不足なく書けるようにするために，１コマ１コマを適切な語句

を使って表現できる力を付けさせたい。例えば，基本的な動詞の過去形や過去進行形などを正し

く使って表現させるような指導を継続したい。 
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６　国語について

学年
％

1

(1) 漢字の書き取り（言葉の特徴や使い方に関する事項） 小４
(2) 漢字の書き取り（言葉の特徴や使い方に関する事項） 小６小５

(3) 漢字の書き取り（言葉の特徴や使い方に関する事項） 小２小６

(4) 漢字の読み（言葉の特徴や使い方に関する事項） 中
(5) 漢字の読み（言葉の特徴や使い方に関する事項） 中
(6) 漢字の読み（言葉の特徴や使い方に関する事項） 中

2 書写（我が国の言語文化に関する事項） 中

・

・

2

1 接続詞（言葉の特徴や使い方に関する事項） 中１
2 熟語の構成（言葉の特徴や使い方に関する事項） 中２

Ⅰ 内容の理解（読むこと） 中２
Ⅱ 内容の理解（読むこと） 中２
Ⅲ 内容の理解（読むこと）・（書くこと） 中３ 34.8

4 内容の理解（読むこと） 中２

・

・

・

,
3 古典の文章

1 歴史的仮名遣い（我が国の言語文化に関する事項） 中１
2 内容の理解（読むこと） 中２

Ⅰ 内容の理解（話すこと・聞くこと） 中２
Ⅱ 主題の理解（話すこと・聞くこと） 中２
Ⅲ 主題の理解（話すこと・聞くこと） 中３

・

・

4 44.7

1 心情の理解（読むこと） 中１
Ⅰ 心情の理解（読むこと） 中１
Ⅱ 内容の理解（読むこと） 中１
Ⅲ 心情の理解（読むこと）・（書くこと） 中２
Ｘ 内容の理解（読むこと） 中２
Ｙ 心情の理解（読むこと）・（書くこと） 中３

・
・

・

5

作文（書くこと） 小～中

・

・

1

3

3

44.7

34.8

3

40.4

2

54.8

60.1

89.0

☆

段落構成条件についてはある程度満たしている解答が多かったが，文章と関連のない見出しになっているものや，段落間のつ
ながりが不明瞭なものがみられた。

今回は，来年度本県で開催される「全国高等学校総合文化祭」について，複数の情報を整理した上で，自分の考えを構築し，
伝えたいことについて適切な表現で文章を書く力を問うた。身近な話題ということで意欲的に取り組んでいる解答がある一方，二
段落目について，資料の内容を繰り返して自らの考えを書かず，内容に深まりのないものもみられた。学習場面において，伝えた
いことを相手や媒体を考慮して書く活動や，自分自身の伝えたいことが分かりやすく伝わるように，段落相互の関係などを明確に
し，文章の構成や論理の展開を工夫させる指導を取り入れたりする活動をさせたい。

☆80.3

小問１は我が国の言語文化に関する事項を問う問題であったが，正答率は92.7％と高く，基礎的な力は身に付いていると考え
られる。小問２の，主語を捉える問題についても，よくできていた。音読に必要な文語のきまりを理解させた上で本文を音読させ，
古典特有のリズムを通して古典の世界に親しませたい。

会話から主題を導く小問３では，Ⅰは51.4％，Ⅱは54.8％，Ⅲは60.1％という正答率であった。先生と生徒の会話の流れを丁寧
に読みとることや，「なぜ海賊が用光から何も奪わずに去ったのか」について読み取ることが不充分な生徒もいたことがうかがえ
る。語注などを手掛かりに，登場人物の言動を通して，古典の作品に現れたものの見方・考え方を理解させたい。

文学的な文章

　小問１は傍線部中の指示語を明らかにした上で主人公の様子を問う問題で，正答率は88.7％と高かった。
小問２は，鈴音が千暁の絵を汚したことを機に，千暁に生じた心の変容を捉える問題であり，傍線部周辺だけでなく，本文冒頭

から丁寧に読み取る必要があるため，正答率が低かった。文学的な文章において，物語の展開の仕方や，登場人物の言動の意
味などについて考えさせるよう指導したい。

小問３のＹは，本文の描写を基に，登場人物の心情を捉える問題であったが，正答率12.3％と非常に低かった。登場人物の心
情は，人物相互の関係に基づいた行動や会話，情景などを通して暗示的に表現されている場合もあるため，学習場面におい
て，細部の描写にも注目しながら，物事の様子や場面，行動や心情などの変化を丁寧に捉えていくような言語活動を取り入れた
い。

説明的な文章

（注）　 ☆　：目安点対象の要素を含むの意。

作文

（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。

92.7

10

(1) 大問・小問別正答率と教科指導上の参考（国語）

問 題 内 容 県 正 答 率
9080

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

60 7030 40 500 20

65.1

88.7

78.5

12.7

100

大問全体の正答率は65.1％で，昨年の80.6％からすると低くなった。⑴「浴びる」⑵「警告」は正答率７割を超え，概ねできてい
た。⑶「風潮」については，「潮」を「調」とする誤答例がみられた。また，(6)の「頒布」の読みの正答率は40.8％と最も低く，「ぶん
ぷ」「ひんぷ」「はいふ」など，さまざまな誤答がみられた。漢字の書きの指導の際には，文や文章の中で使い慣れるために，生徒
の実生活に根ざした文例を示したり，実際に短文を作らせたりするよう，指導を工夫したい。
　小問２の正答率は81.4％であり，昨年の86.9％と同様，８割を超えた。行書の特徴的な書き方の基本事項に関して，点や画が連
続したり，省略されたりする場合があることなどを理解させたい。

83.2

48.6

64.0

79.0

48.3

53.9

79.5

81.4

73.0

72.8

61.9

40.8

70.8

44.9

44.9

12.3

51.4

小問１，小問２は言葉の特徴や使い方に関する事項を問う問題で，概ねできていた。日常の学習場面において，それぞれの単
語のもつ文法的な役割を意識させたい。

小問３のⅠ，Ⅱは，授業後に生徒がまとめたノートについて，主張と具体例の関係を整理し，指定された字数で抜き出して答え
る問題であったが，Ⅰの正答率が48.6％と低い結果であり，「歴史の中の誰か」という誤答が散見された。文章全体と部分との関
係に注意しながら，文章の構成や論理の展開について生徒に考えさせたい。

小問3のⅢについては，本文前半と後半で述べられている筆者の主張に両方言及すべきであったが，傍線部付近をそのまま抜
き出しただけの，不充分な解答が散見された。説明的な文章における論理の展開の仕方を捉えさせたい。

80.5

☆

☆

☆

☆

☆

☆
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(2) 国語の問題（著作権法に基づき，掲載は１，３，５とします。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13



(2) 国語の問題 
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(3) 国語の解答例 
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７　社会について

学年
％

1

1 インド洋 中１
2 正距方位図法 中１
3 世界各地の産業の特徴 中１
4 世界の主な宗教 中１
5 ＥＵ 中１
6 ブラジルの輸出品の変化と特徴 中１
1 酪農 中２
2 千島海流 中２
3 各県の人口に関する統計 中２
4 扇状地 中２
5 促成栽培 中２
1 地形図の読み取り 中２
2 緊急避難場所 中２

・
・

・
・

・

2

① 摂関政治 中１
② 御成敗式目 中１

2 渡来人 中１
3 天平文化の特色 中１
4 古代から中世の出来事 中１
5 応仁の乱，町衆 中２
6 江戸時代の農村の変化 中１～２

① 国際連盟 中２
② 大正デモクラシー 中２

2 条約改正 中２
3 与謝野晶子 中２
4 政党内閣 中２
5 戦後の出来事 中３

Ⅲ 米騒動 中３

・
・
・
・

・
・
・

3

1 個人の尊重 中３
2 新しい人権 中３
3 環境アセスメント 中３
4 衆議院の優越 中３
5 期日前投票の取組のねらい 中３
1 間接税 中３
2 クーリオング・オフ 中３
3 インフレーション 中３
4 日本銀行の役割 中３
5 株式会社 中３

Ⅲ 多文化共生 中３

・

・
・
・

・
,

☆

☆

Ⅲ

歴史的分野を主とする問題

Ⅰ

公民的分野を主とする問題

Ⅰ

Ⅱ

65.7
59.6

1

1

☆

0

Ⅱ

77.9

☆

☆

☆

地理的分野を主とする問題

Ⅰ

20

73.2

77.5
46.6

　(1) 　大問・小問別正答率と教科指導上の参考（社会）

問 題 内 容 県 正 答 率
50 60 70 80

84.6

30 4010

66.4

90

☆
☆

100

　中問Ⅰ小問１②は，「武家諸法度」という誤答が多く，正答率は43.4％であった。
　中問Ⅰ小問２は，正答率は80.4％で，歴史分野の中では最も高かった。
　中問Ⅰ小問４は，正答率は25.7％と低く，歴史的事象の流れや背景を正確に捉えさせたい。
　中問Ⅰ小問６は，全ての分野の中で最も低い19.2％の正答率であった。歴史的事象の理解だけでなく，文章読解力や論理的思考力も育成した
い。
　中問Ⅱ小問１①は，「国際連合」という誤答が多く，正答率は58.６％であった。
　中問Ⅱ小問３は，「平塚らいてう」という誤答が多かった。
　中問Ⅱ小問５は，写真とグラフを組み合わせて文章で解答する問題で，正答率57.2％であった。

　中問Ⅰ小問１では，全ての分野の中で１番高い91.6％の正答率であった。
　中問Ⅰ小問５では，正答率は77.5％と高かったが，ユーロの意味を理解していない解答もみられた。また，中問Ⅰ小問６では，モノカルチャー経
済の意味について理解が不十分な解答がみられた。用語についての基礎的な知識を定着させたい。
　中問Ⅱ小問４では，「水はけが悪い」という誤答が多く，正答率は50.７％に留まった。
　中問Ⅱ小問５では，資料に示された情報を概ね読み取っていたが，複数の資料の活用や文章表現力が不足している解答もみられた。資料や情
報を総合的に分析し，それらを丁寧に表現する力を育成したい。
　中問Ⅲ小問２では，地形図から緊急避難場所の位置について判断する問題について，77.9％と高い正答率であった。

☆
19.2

Ⅱ

91.6

（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。
（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。

　中問Ⅰ小問１は，基本的な内容であったが，正答率は46.2％で，「人権」や「平和」などの誤答がみられた。中問Ⅰ小問３は，「環境ハラスメント」と
いう誤答や空欄が目立ち，41.3％の正答率に留まった。また，中問Ⅰ小問４は，「イ」という誤答が多かった。これらのことから基本的な用語の理解と
定着を図りたい。
　中問Ⅱ小問１は，「関接税」という誤答が多く，正答率は47.3％に留まったことから，用語の意味も含めて理解させたい。
　中問Ⅱ小問３は，公民分野で最も高い76.6％の正答率であった。
　中問Ⅱ小問５は，正答率は26.8％で低く，「会社の借金をすべて負う」，「政府の負担」という誤答がみられた。株式会社についての基礎的内容を
理解させたい。
　中問Ⅲは，72.3％の正答率で，実生活に関した資料の読み取りが概ねできていた。

68.1
57.9
50.7
61.2
67.7

49.5
73.1
43.4
80.4
33.2
25.7
36.9

58.6
53.7
64.4
63.5
41.6
57.2
57.5

55.5
46.2
69.3

55.0
26.8
72.3

41.3
45.7
50.6
47.3
71.3
76.6
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(2) 社会の問題 
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(2) 社会の問題 
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(2) 社会の問題 
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(2) 社会の問題 
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(2) 社会の問題 
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(3) 社会の解答例 
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８　数学について

学 年
％　

1

(1) 整数の四則計算 小４

(2) 分数の計算 小６

(3) 文字式の計算 中３

(4) 絶対値の性質 中１

(5) 平方根 中３

2 連立方程式 中２

3 組み合わせ方 小６

4 小数の性質 中３

5 相対度数 中１

・
・
・
・
・
・
・
・
・

2

(1) 正五角形の内角の和 小５

(2) ひし形の定義 中２

(3) 角度 中２

2 作図 中１

3 二次方程式の利用 中３

・
・

・
・
・

3

1 折れ線グラフ 小４

(1) 階級値 中１

(2) 箱ひげ図 中２

① 箱ひげ図 中２

② 箱ひげ図 中２

③ 箱ひげ図 中２

④ 箱ひげ図 中２

⑤ 箱ひげ図 中２

・
・
・
・

4

1 関数の値 中３

2 伴って変わる数量 中３

(1) ２直線の交点の座標 中３

(2) 関数と確率 中３

・
・

・
・

5

1 三平方の定理 中３

2 二等辺三角形の証明 中２

3 図形における方程式の利用 中３

4 三角形の面積 中３

・
・
・
・

3

29.1
96.5

62.6
2

3 51.3

64.2

　小問１では，誤答としてウが多かった。
　小問２(1)では，誤答として「13～14」としているものがみられた。ヒストグラムや箱ひげ図の特徴を正確に捉えさせたい。
　小問２(2)では，誤答としてウが多かった。データからヒストグラムと箱ひげ図を作成しているという認識ができていないようである。
　小問３では，③と④の誤答としてイが多かった。四分位数について深く理解させ，データの特徴を正確に捉えさせたい。

２乗に比例する関数とその応用 38.7

　
（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。
（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。

　小問１は，おおむねできていた。
　小問２では，誤答としてイ，ウ，エの３つを選ぶものが多かった。点Bが原点に近づいていくと勘違いしていると考えられる。点の動き
に伴って変化する値について考えさせたい。
　小問３(1)では，点Cまでは求められているものが多かった。また，過程を適切に表現できていないものも多かった。
　小問３(2)では，無解答も多かった。関数と確率を結びつけられなかったと考えられる。

平面図形とその応用

70.2

　小問１は，おおむねできていた。
　小問２では，別解として△ADFと△CEFの合同を利用したものもあった。
　小問３では，無解答が多かった。
　小問４では，無解答が非常に多かった。

22.5

10.1
1.3

18.2

83.0
33.2
41.9

☆

5.6

67.4

85.9

46.9

データの活用 63.0

数学的な見方や考え方 50.3
79.7

67.2
49.7
37.8

　小問１(1)では，誤答として108がみられた。内角の和ではなく，1つの角の大きさのものと考えられる。
　小問１(2)では，誤答としてエが非常に多かった。ひし形などの図形について，定義と性質を正確に理解させ，その重要性を認識さ
せたい。
　小問１(3)では，誤答として73，75，65などがあった。
　小問２では，線分ADの垂直二等分線まで作図できているものが多かった。
　小問３では，立式したあと，解の公式を用いたものがあった。条件に合う解の吟味をしていないものもあった。

1

☆

☆21.8

84.9
54.2
75.4
38.6

　小問１(1) は，よくできていた。
　(2)では，誤答として通分ができていないと思われるものがあった。
　(3)では，誤答として2乗の展開ができていないものがあった。
　(4)では，誤答として15,12,6が多かった。
　(5)では，誤答としてイ，カが多かった。
　小問２では，誤答として片方の値のみ正解のものがあった。
　小問３では，誤答として6通り，12通りが多かった。
　小問４では，誤答として8があった。分数を小数に表すことはできていると考えられる。
　小問５では，誤答として0.395,0.79が多かった。2校の相対度数の平均，和と考えられる。相対度数の意味について正しく理解させ
たい。

100

基本的な計算・知識 71.0

40 50 60 70 80 900 10 20 30

1

97.5
92.1

☆

☆

☆76.1
58.2
62.1

(1) 大問・小問別正答率と教科指導上の参考（数学）

問 題 内 容 県 正 答 率
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(2) 数学の問題 
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(2) 数学の問題 
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(2) 数学の問題 
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(2) 数学の問題 

 
 

27



(2) 数学の問題 
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(3) 数学の解答例 
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９　理科について

学年

％

1

1 力の合成 中３

2 化学反応式 中２

3 顕微鏡の使い方 中１

4 震度 中１
(1) 圧力 中２
(2) 食物連鎖 中３
(3) 仕事率 中３
(4) プラスチック 中３

・
・

・
・

2
Ⅰ 1 溶岩 中１

2 火山の特徴 中１
3 火山灰の観察 中１
4 風向・風速 中２

Ⅱ 1 黒点 中３
2 観察，実験の技能 中３
3 観察からわかること 中３
4 黒点の大きさ 中３

・
・

・
・

3

Ⅰ 1 電極と電流の向き 中３

2 化学変化のモデル図 中３
(1) エネルギーの変換 中３
(2) 実験操作に関する考察 中３

Ⅱ 1 二酸化炭素の性質 中１

2 塩酸と炭酸水素ナトリウムの反応における量的関係 中２

3 炭酸水素ナトリウムの割合 中２
・

・

・

・

4

Ⅰ 1 感覚 中２
(1) 信号が伝わる時間 中２
(2) 末しょう神経 中２
(3) 反射 中２

Ⅱ 1 グループ分け 中１

2 植物の分類 中１

3 動物の分類 中１

4 両生類の生活場所 中１
・
・
・

・

5

Ⅰ 1 光の屈折 中１

2 凸レンズによる像のでき方 中１

3 凸レンズの性質 中１

4 光の道筋の作図 中１

Ⅱ 1 回路 小３

2 電圧と電流の関係 中２

3 抵抗器に流れる電流 中２

4 消費する電力 中２
・
・
・
　
・

61.5
44.6

（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。
（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。

65.6 ☆
78.5

　中問Ⅰ小問１は，正答率が81.2％と高い。屈折の用語について基礎的な知識の定着は図られていると考えられる。
　中問Ⅰ小問４は，正答率が17.2％と低い。点Ｂを通った後の光の道すじが凸レンズの軸と平行になるような誤答がみられた。
  中問Ⅱ小問２は，正答率が78.5％と比較的高い。なお，表から得られる値を正しく「・」で示せていない解答もみられた。グラフの作成の技能をしっ
かりと身に付けさせたい。
　中問Ⅱ小問４では，正答率が15.1％と低い。授業では，抵抗を直列又は並列につないだ回路におけるそれぞれの規則性を見いだして理解するための実
験を行うなど，探究の過程を踏まえた指導の工夫を図りたい。

74.8
68.5

☆

53.2
82.9

　中問Ⅰ小問１では，正答率が99.6％と高い。受け取る刺激と感覚の基本的な内容の定着は図られていると考えられる。
　中問Ⅰ小問２(3)では，正答率が58.9％と低い。②では，「ウ　手の皮ふ」の誤答が多くみられた。
　中問Ⅱ小問３は，正答率が53.2％と低く，「②　ネズミ」，「③　イカ」の誤答もみられた。授業では観察及び資料等から見いだした観点や基準を基
に，目的に応じた多様な分類の仕方があり，分類することの意味に気づかせるような学習活動を設定したい。
　中問Ⅱ小問４は，正答率が82.9％と高く，両生類の生活場所についての基本的な内容の定着は図られていると考えられる。なお，「幼生」，「成体」
ということばを使っていない解答もみられた。

エネルギー領域の問題 47.3
81.2

99.6 ☆

2
46.2
60.4
58.9

☆
28.2
10.3

　中問Ⅰでは，小問１，２，３(1)が正答率が50％台と低い。ダニエル電池について，モデル等を用いて考えさせたりして基本的な内容の定着を図りた
い。
　中問Ⅰ小問３(2)では，正答率が21.8％と低く，「電子が銅板に移動した」や「亜鉛イオンが電子を失う」の誤答もみられた。授業では，ダニエル電池
の作製を通して，電子の移動についてしっかりと理解させたい。
　中問Ⅱ小問１では，正答率が57.4％と低く，「密度」を用いていない解答もみられた。授業では，気体の捕集などの実験を通して，それぞれの気体の
性質をしっかりと理解させた上で定着させたい。
　中問Ⅱ小問２では，正答率が28.2％と低い。問題文及び表を読み取れていない解答も多くみられた。

生命領域の問題 67.7

54.2
55.3

3
57.7
21.8
57.4

5

44.9

81.0
26.4

　中問Ⅰ小問２では，正答率が48.0％と低く，「噴火とようす」，「火山噴出物の色」の特徴以外の内容についての解答も多くみられた。
　中問Ⅰ小問４では，正答率が48.5％と低く，ｂでは「イ　南東」の誤答が多くみられた。風向を正しく理解させたい。また，ｃでは，「ア　３」の誤
答が多くみられた。
　中問Ⅱ小問２では，正答率が53.6％と低く，「ア　東」の誤答が多くみられた。授業において，観察する技能を正しく身に付けさせたい。
　中問Ⅱ小問４では，正答率が26.4％と低い。問題文から比例の関係で考えることを理解し，計算することができていないと考えられる。
　

粒子領域の問題 36.6

53.6

☆71.3

88.0 ☆

48.0
76.8
48.5

☆

77.6

☆

74.2

40

17.2

46.1

　小問２では，正答率が57.2％と低く，係数の間違いの誤答がみられた。化学反応式についての基本的な内容の定着を十分に図りたい。
　小問３は正答率が75.6％と比較的高いが，誤答では「エ」が多くみられた。日頃の授業において，顕微鏡での観察では，顕微鏡の正しい扱い方を含め
て観察器具の扱い方などを身に付けさせたい。
　小問４では，「７強」，「９」の誤答が多くみられた。震度階級を正しく理解させたい。
　小問５(1)では，正答率が44.9％と低く，「20」や「200」の誤答が多くみられた。圧力は単位面積あたりの力の大きさで表されることなどについても
しっかりと理解させたい。

地球領域の問題

73.9

領域を融合させた問題 67.4
70.7

15.1

70 80 9060

75.6
67.5

59.3

10 20

  (1) 大問・小問別正答率と教科指導上の参考（理科）

100

☆
57.2

問 題 内 容 県 正 答 率

0 5030
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(2) 理科の問題 
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(2) 理科の問題 
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(2) 理科の問題 
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(2) 理科の問題 
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(2) 理科の問題 
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(3) 理科の解答例 
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10　英語について

学年
％

1

1 対話の内容に合う絵を選択する問題 中１ ☆
2 対話を聞いて，必要な情報を聞き取る問題 中１ ☆
3 対話を聞いて，必要な情報を聞き取る問題 中２
4 対話を聞いて，概要を捉える問題 中３
5 講義を聞いて，概要を捉える問題 中２
6 説明を聞いて，必要な情報を聞き取る問題 中２ ☆
7 スピーチを聞いて，話の要点を捉える問題 中３
8 対話を聞いて，英語の質問に対する答えを英語で書く問題 中２

・

・

・

・

2

① 対話に流れに合う口語表現を選択する問題 中２ ☆
② 対話に流れに合う口語表現を選択する問題 中１ ☆
① 文脈と語義から空所に適切な語を補う問題 中２
② 文脈と語義から空所に適切な語を補う問題 中１
③ 文脈と語義から空所に適切な語を補う問題 中１
(１) 文脈に合わせて，文法に関する知識を適切に使って書く問題 中１
(２) 文脈に合わせて，文法に関する知識を適切に使って書く問題 中２
(３) 文脈に合わせて，文法に関する知識を適切に使って書く問題 中２

4 イラストに従って，時系列にまとまりのある英文を書く問題 中３
・

・

・
・

3

Ⅰ 1 文脈に沿って，空所を補って英文を完成させる問題 中２ ☆
2 文脈に沿って，英語の質問に英語で答えを書く問題 中２
3 文脈に沿って，英文の空所を補う適切な英文を選ぶ問題 中２

Ⅱ 1 図表にある情報を整理し，対話文を完成する問題 中２
2 図表にある情報を整理し，対話文を完成する問題 中２

Ⅲ 英文の要点を答える問題 中３

・

　・

・

4

1 概要を読み取る問題 中２ ☆
2 下線部の内容を説明する問題 中３
3 英文の情報を読み取り，適切なグラフを選ぶ問題 中３
4 英文の情報を読み取り，空所を補って英文を完成する問題 中３
5 下線部の内容を説明する問題 中３
6 グラフを参考に，自分の意見を英語で書く問題 中２

・

・

・

64.8
77.0
69.9
68.1

43.9

43.2
31.5

61.3
97.8
97.9
63.0
20.3
65.8

　大問１は，「聞くこと」に関する問題を出題した。「聞くこと」の理解力をみる小問や，対話や説明に関する英語の問いを聞き取り，英語で解答する小
問，さらに登場人物の立場となって対話の流れに沿った発言を考えて書く小問を出題した。
　「聞くこと」の理解力をみる問題（小問１，２，６）の正答率は高かったが，聞いたことに関して単語や英文で書いて解答する問題（小問４，７，８）は正答
率が低かった。聞くことに関する思考・判断・表現を評価する問いの正答数が少なかった。
　授業では，生徒が英語で積極的に話したり聞いたりする言語活動や英語特有の音声や綴りと発音の関係に習熟する練習を多く取り入れtたい。目的
や場面，状況を生徒に意識させて，文脈や使用場面に応じて，適切にコミュニケーションを図れるかどうかを確認しながら，指導したい。
　聞き取った内容に関して自らの考えや意図を適切に表現できるよう，基本的な語いや英文を身に付けさせたい。

0 10 20

12.9

42.2
88.1
86.6
30.0
25.1

50 60 70 80

(1) 大問・小問別正答率と教科指導上の参考（英語）

問 題 内 容 県 正 答 率
90 100

放送による聞き取りテスト

85.7
39.9
30.7

30 40

英文の概要や要点を正確に把握する問題

22.4

適切な表現力をみる問題

66.8

（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。
（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。

長文総合問題

73.9

67.6
71.6
34.5
17.9

　大問２は，表現の領域に関する問題を出題した。口語表現やコミュニケーションの目的を果たすための文法事項や基本的な語句の知識・技能が身に
付いているかどうかを問うた。また，与えられた条件に基づき，適切に英語を書いて伝えることができるかどうかをみる問題を出題した。正答率は，小問１
は高かったが，小問２，４は低かった。
　小問２は対話の流れと英語の定義を基に適切な語を書く問題である。③の正答率が特に低かった。授業では，基本的な語句について，その意味を英
語で理解させたい。また，arrive at などの結びつきの強い語句も定着させたい。何を書けばよいか理解している解答も見られたがスペルミスで減点され
る場合もあるので，単語を正確に書く力も付けさせたい。
　小問３はコミュニケーションの目的を達成するための文法力をみた。言語活動をとおして文法知識を適切に活用させたい。
　小問４は，イラストに従って，時系列にまとまりのある英文を書く問題を出題し，基本的な語句や表現を正しく用いて，書く内容を適切に表現する力を
みた。授業では，英語で話す活動を通じて表現に慣れさせた後で，適切に書く力を高める活動や自分自身の考えを自己表現する活動を取り入れ，表
現の定着を図りたい。また話の展開を示すつなぎ言葉の定着も図りたい。

　大問３は，日常的な話題や社会的な話題について,文脈に沿って内容を理解し，英語で記述する問題や図表等から詳細を読み取って答える問題，要
点を捉える力をみた。新学習指導要領に沿って，社会的な話題を扱う問題や思考力・判断力・表現力等を問う問題を出題した。全体的な正答率は高め
であった。
　中問Ⅰの２は正答率が低かった。解答に必要な情報を読みとり，文脈に沿って適切に表現する力を付けさせたい。中問Ⅱは，図表と対話から必要な
情報を読み取り答える問題，中問Ⅲは英文の概要を捉える問題であった。
　授業では，教科書だけでなく，初めて扱う英文や図表から，書き手の意図を理解するのに必要となる要点や情報を読み取り，英文の概要を捉える活
動や，英語の質問に英文で書いて答える活動を導入したい。また，教科書の内容を図表を用いて理解したり表現したりする活動も効果的である。さら
に，自己表現活動等で，既習の言語材料を用いて表現する力を伸ばしたい。

　大問４は，環境問題に関する発表原稿をとおして，使用したスライドやグラフを選ぶ問題や「読むこと」と「書くこと」を関連付けた問題などを出題した。
語数は昨年度と比較して減少した。
　社会的な話題において，概要を読み取る力や必要な情報を読み取る力をみる小問１，小問３，小問４は正答率が高かった。まとまりのある文章から必
要な情報を読み取る小問２，５は正答率が低かった。説明文，意見文，対話文，物語文などの文体，日常的な話題や社会的な話題の各話題に応じて，
コミュニケーション上重要となる必要な情報や概要，要点を捉えられるよう，様々な読み方を指導したい。
　小問６は，対話の文脈を理解した上で，登場人物の立場になって英語で表現する特徴的な問題であった。グラフを分析する力に加え，文脈に沿って
具体的内容を表現することが求められた。英語で十分な表現を用いて解答しているものから，白紙や具体性のないものなど解答は多岐に渡っていた。
授業では読んだ内容について自分の気持ちや考えを書く活動を取り入れて，正確さや流ちょうさを高めつつ，まとまりのある文章を書く力を付けさせた
い。
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(2) 英語の問題 
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(3) 英語の解答例 
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